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令和４年第２回久留米広域市町村圏事務組合議会定例会会議録 

 

 

１  招集年月日   令和４年８月２２日（月） 

 

２  招 集 場 所   ホテルニュープラザ久留米 

          （久留米市六ツ門町１６－１） 

 

３  出 席 議 員  （１６名） 

１番  石井 俊一  君 

２番  中村 博俊  君 

３番  石井 秀夫  君 

４番  田中 功一  君 

６番  大熊 博文  君 

７番  佐藤 晶二  君 

８番  平木 一朗  君 

９番  筬島かおる  君 

１０番  井上 勝彦  君 

１１番  新原 善信  君 

１３番  江藤 芳光  君 

１４番  組坂 公明  君 

１５番  安丸眞一郎  君 

１６番  高橋 直也  君 

１７番  中島 和正  君 

１８番  小畠 裕司  君 

 

４  欠 席 議 員   （２名） 

５番  田中 良介  君 

１２番  田中 雅光  君 

 

５  地方自治法第１２１条に基づく出席者 

【執行部】 

組合長             原口 新五  君 

副組合長           倉重 良一  君 

副組合長           加地 良光  君 

副組合長           髙木  典雄  君 

副組合長           中山 哲志  君 

副組合長           境  公雄  君 

代表監査委員    権藤  滿 君 

会計管理者         大久保 隆  君 
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【事務局】 

事務局理事       衛本みどり  君 

事務局長(兼)事務局次長    久次美和子  君 

総務主査           池田 大知  君 

【消防本部】 

消防長             秋吉  弘章  君 

消防次長           服部 辰典  君 

久留米消防署長     上野  護  君 

三井消防署長       轟   仁  君 

浮羽消防署長       安元 正勝  君 

三潴消防署長       加藤 秀紀  君 

大川消防署長    津村 道彦 君 

総務担当次長(兼)総務課長 土居 豊彦  君 

人事研修課長       長谷  義  君 

予防課長           橋本 秀一  君 

救急防災課長       仲 賢一郎  君 

救急防災課救急主幹    村田 康裕  君 

情報指令課長       上野 卓慈  君 

 

６  議事日程 

日 程 第 １  議席の指定 

 

日 程 第 ２  会期の決定 

 

日 程 第 ３  副議長の選挙 

 

日 程 第 ４  認定第１号  令和３年度久留米広域市町村圏事務組合一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 

日 程 第 ５  認定第２号  令和３年度久留米広域市町村圏事務組合小児救急医

療支援事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

日 程 第 ６  認定第３号  令和３年度久留米広域市町村圏事務組合広域消防特

別会計歳入歳出決算の認定について 

 

日 程 第 ７  第４号議案  久留米広域市町村圏事務組合職員給与条例の一部を

改正する条例制定の専決処分について 

 

日 程 第 ８  第５号議案 久留米広域市町村圏事務組合職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例制定の専決処分につ
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いて 

 

日 程 第 ９  第６号議案 令和４年度久留米広域市町村圏事務組合広域消防特

別会計補正予算（第１号）の専決処分について 

 

日程第１０  第７号議案  令和４年度久留米広域市町村圏事務組合広域消防特

別会計補正予算（第２号） 

 

日程第１１  第８号議案  財産（２５ⅿ屈折はしご付消防自動車）の取得につ

いて 

   

日程第１２  第９号議案  財産（小型水槽付消防ポンプ自動車）の取得につい

て 

 

日程第１３  第１０号議案  財産（多機能型ホース延長車）の取得について 

 

日程第１４  第１１号議案  財産（高規格救急自動車）の取得について 

 

日程第１５  第１２号議案  久留米広域市町村圏事務組合監査委員の選任につい

て 

 

日程第１６  会議録署名議員の指名 
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＝午後２時３０分開会＝ 

◎  開      会 

○議長（石井俊一君）みなさん、こんにちは、只今から、令和４年第２回久留米広域

市町村圏事務組合議会定例会を開会いたします。 

◎  日程第１  議席の指定 

○議長（石井俊一君）これより本日の会議を開きます。 

それでは、日程第１、「議席の指定」を行います。 

本年４月に、小郡市及びうきは市の議会議員選挙が実施されたことに伴い、組

合議会議員の改選が行われております。 

よって、会議規則第３条第１項の規定により、この度当選されました議員の議

席を指定いたします。 

井上 勝彦  議員は、１０番に、 

新原 善信  議員は、１１番に、 

田中 雅光  議員は、１２番に、 

江藤 芳光  議員は、１３番に、 

組坂 公明  議員は、１４番に、 

以上のとおり指定いたします。 

◎  日程第２  会期の決定 

○議長（石井俊一君）次に、日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日１日間としたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日１日間と決定いたしました。 

◎  日程第３  副議長の選挙 

○議長（石井俊一君）次に、日程第３、「副議長の選挙」を行います。 

お諮りいたします。 

選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名

推選で行いたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定いたしました。 

お諮りいたします。 

指名の方法につきましては、議長において指名することにいたしたいと思いま
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す。 

これにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議長において指名することに決定いたしました。 

それでは、１３番、江藤芳光議員を副議長に指名いたします。 

お諮りいたします。 

只今、指名いたしました江藤芳光議員を、副議長の当選人と定めることにご異

議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、江藤芳光議員が副議長に当選されました。 

只今、当選されました江藤芳光議員が議場におられますので、本席から会議規

則第３１条第２項の規定により告知をいたします。 

江藤芳光議員に、演壇より副議長就任のご挨拶をお願いいたします。 

○副議長（江藤芳光君） 

それでは、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。只今、副議長に選出をいた

だきました、うきは市議会議長の江藤でございます。 

この会は４年ぶりに参加させていただきます。 

皆さま方に、心より、御礼を申し上げます。 

今後とも、久留米広域市町村圏事務組合議会の円滑な運営のため、また、この

広域圏発展のため、議長を補佐しながら、微力ではありますが、一層の努力をし

てまいる所存でございますので、皆様方のご支援、ご協力を賜りますようお願い

を申し上げまして、簡単ではございますが、私の就任のご挨拶とさせていただき

ます。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

○議長（石井俊一君）就任のご挨拶は終わりました。 

◎  日程第４  認定第１号 

◎  日程第５  認定第２号 

◎  日程第６  認定第３号 

○議長（石井俊一君）それでは、日程第４、認定第１号「令和３年度久留米広域市町

村圏事務組合一般会計歳入歳出決算の認定について」から、日程第６、認定第３

号「令和３年度久留米広域市町村圏事務組合広域消防特別会計歳入歳出決算の認

定について」までの３件は、いずれも決算案件であり、関連がありますので、一

括して議題といたします。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）皆さんこんにちは。 

本日、ここに令和４年第２回組合議会定例会を招集いたしましたところ、議員

の皆様におかれましては、大変お忙しい中に、ご出席を賜りまして、心よりお礼
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を申し上げたいと思います。 

また、日頃から当組合の運営にあたりまして、多大なるご支援を賜っておりま

すことに、この場をお借りしまして御礼を申し上げたいと思います。 

さて、本年５月に行われました小郡市議会並びにうきは市議会において当組合

議会議員に選出されました議員の皆様におかれましては、本圏域発展のため、ご

支援、ご協力を賜りますように、この場をお借りしてお願い申し上げたいと思い

ます。 

そして、先ほど副議長に選出されました江藤副議長におかれましては、心より

御喜び申し上げますとともに、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

本日は、事前にお配りしております議案に加えまして、監査委員の選任議案を

提出させていただいておりますので、よろしくご審議をいただきたいと思ってお

ります。 

それでは、認定第１号から認定第３号につきまして、一括してご説明をさせて

いただきます。 

この３件の決算は、いずれも地方自治法第２３３条各項の決算に関する規定に

より、会計管理者から決算に係る書類の提出を受け、監査委員の審査に付した決

算を、監査委員の意見書及び事業実績報告書を添えて認定を求めるものであります。 

まずは、認定第１号令和３年度一般会計についてご説明を申し上げたいと思い

ます。 

歳入決算額は、２，６３７万８４２円でございまして、予算現額に対する収入

率は、１００．３％となっております。 

歳出決算額は、２，３５２万６，１４４円でございまして、予算現額に対する

執行率は、８９．４％となったところでございます。 

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた２８４万４，６９８円は、翌年度に繰

り越しさせていただきます。 

次に、認定第２号令和３年度小児救急医療支援事業特別会計についてでござい

ます。 

歳入決算額は、３，５２３万９，８３５円でございまして、予算現額に対する

収入率は、１００．１％となっております。 

歳出決算額は、３，３５９万７，９２７円でございまして、予算現額に対する

執行率は、９５．４％となっております。 

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた実質収支額１６４万１，９０８円は、

翌年度に繰り越しさせていただきます。 

次に、認定第３号令和３年度広域消防特別会計についてであります。 

歳入決算額は、５２億７８１万６，７７１円でございまして、予算現額に対す

る収入率は、１０４．６％となっております。 

歳出決算額は、４４億８，１７８万２，４８１円でございまして、予算現額に

対する執行率は、９０．１％となっております。 

歳入決算額から歳出決算額を差し引いた７億２，６０３万４，２９０円を翌年

度に繰り越しさせていただきます。 
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以上で、３件の決算の説明を終わりますが、詳細は、担当に説明をさせていた

だきたいと思います。 

何卒、慎重なるご審議のうえ、満場のご賛同を賜りますようお願いを申し上げ

ます。 

○議長（石井俊一君）これより担当者からの説明を求めます。 

○事務局長（久次美和子君）議長。 

○議長（石井俊一君）久次事務局長。 

○事務局長（久次美和子君）事務局の久次でございます。 

令和３年度各会計決算について、ご説明いたします。 

当組合は、一般会計及び２つの特別会計で運営いたしております。 

まず、事務局が所管いたします、一般会計及び小児救急医療支援事業特別会計

につきまして、決算附属書類の事項別明細書により、ご説明いたします。 

それでは、まず一般会計でございます。決算附属書類の１ページをお願いいた

します。 

歳入でございますが、１款１項１目１節 経常費負担金 ２，１６０万円は、事

務局の経常経費に係る構成市町の負担金でございます。 

内訳は、事務費相当額 ３００万円、構成市町からの事務局派遣職員２名に係る

人件費相当額 １，８６０万円でございます。 

３款１項１目１節 繰越金 ４７７万４４９円は、前年度からの繰越額 ２７６万

５，４２１円及び令和２年度末で廃止しましたふるさと振興事業特別会計決算剰

余金 ２００万５，０２８円の合計でございます。 

２ページをお願いいたします。 

４款 諸収入は、２項１目１節 雑入 ３９３円を収入しており、歳入総額は ２，

６３７万８４２円でございます。 

３ページをお願いいたします。 

歳出ですが、１款 議会費 １８２万６，０２７円は、組合議会の運営に係る経

費で、組合議会議員１８名分の議員報酬及び組合議会の会場使用料でございます。 

２款 総務費は、事務局運営に係る経常経費で、１項１目２節 給料 ７３万１，

９９９円は、正副組合長６名分の給料でございます。 

７節 報償費 １６万１，０３８円は、訴訟委任契約に伴う弁護士への謝金でご

ざいます。 

１０節 需用費 ３７万７，２８７円は、事務用品等の消耗品費、議案書等の印

刷製本費が主なものでございます。 

１１節 役務費 １７万４，８９６円は、電話料金及び切手代の通信運搬費でご

ざいます。 

４ページをお願いいたします。 

１２節 委託料 ３６万８００円は、ホームページの改修及び保守管理に係る業

務委託料でございます 

１３節 使用料及び賃借料 ４４万９，１２０円は、事務局公用車の年間リース

料が主なものでございます。 
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   １８節 負担金・補助及び交付金 １，９２７万３７２円は、事務局職員派遣元

の久留米市に対する人件費負担金でございます。 

２項 文書広報費 ４万４，０００円は、附属機関であります情報公開・個人情

報保護審議会に係る経費で、審議会委員８名分の委員報酬でございます。 

４項 監査委員費 １３万円は、監査委員２名分の委員報酬でございます。 

５ページをお願いいたします。 

以上、歳出総額は、２，３５２万６，１４４円でございます。 

次に、小児救急医療支援事業特別会計でございます。 

９ページをお願いいたします。 

歳入ですが、１款１項１目１節 保健衛生費負担金 ２，７２０万５，０００円

の内訳は、構成市町負担金が ２，２１２万１，０００円、近隣市町協力金が鳥栖

市、基山町、上峰町、みやき町、吉野ヶ里町及び柳川市からの ５０８万４，００

０円でございます。 

２款１項１目１節 保健衛生費補助金 ６４０万２，０００円は、福岡県からの

救急医療施設運営費等補助金でございます。 

３款１項１目１節 繰越金 １６３万２,８３５円は、前年度からの繰越額でござ

います。 

１０ページをお願いいたします。 

以上、歳入総額は、３，５２３万９，８３５円でございます。 

１１ページをお願いいたします。 

歳出ですが、１款 小児救急運営費は、小児救急医療支援事業を運営するための

経費でございまして、１項１目１節 報酬 ８万２，５００円は、久留米広域小児

救急医療支援事業運営委員会委員８名分の委員報酬でございます。 

１２節 委託料 １７万４，２４０円は小児救急センターのポスター・チラシ作

成業務に係る委託料でございます。 

１８節 負担金、補助及び交付金 ３，３３３万３，９９２円は、久留米広域小

児救急センター運営及び小児科医研修事業への補助金でございます。 

内訳は、小児救急センターに出務する医師の人件費等として久留米医師会に対

して ２，０４９万５，０００円、看護師及び事務員の人件費等として聖マリア病

院に対して １，０８３万８，９９２円、小児科医研修事業を実施する久留米大学

に対して ２００万円 でございます。 

従いまして、歳出合計は、３，３５９万７，９２７円でございます。 

私からは、以上でございます。 

○総務担当次長（土居豊彦君）議長。 

○議長（石井俊一君）土居総務担当次長。 

○総務担当次長（土居豊彦君）消防本部総務担当次長の土居でございます。 

広域消防特別会計について、ご説明させていただきます。 

それでは、決算附属書類の１５ページをお願いします。 

まず、歳入決算です。 

１款 分担金及び負担金、１項１目 市町負担金、収入済額４３億８，９３６万
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９５５円は、当消防本部を構成いたします４市２町からの負担金です。 

１節 経常費負担金 ４０億６２９万９千円は、人件費や物件費など、経常経費

に係る負担金でございます。 

２節 特別負担金 ３億８，３０６万１，９５５円は、退職手当分 １億４，８３

６万５，０００円、特殊車両整備分 ４，５６５万円、組合債償還分 １億８,６６

７万２，７７５円、地域医療連携事業分 ２３７万４，１８０円でございます。 

２目 事業費負担金 ６，５５３万３，８４０円は、筑後地域消防指令センター

の運営経費として当消防本部以外の６消防本部から収入したものでございます。 

２款 使用料及び手数料、１項１目 施設使用料 ９５万１，３７６円は、自動販

売機、電柱等の設置に係る行政財産使用料でございます。 

２項１目 消防手数料 ４５５万５，７５０円は、危険物施設の許認可事務手数

料が主なものでございます。 

１６ページをお願いします。 

５款 財産収入、１項１目 物品売払収入 ６９３万４，２０５円は、車両５台の

売却収入でございます。 

２項１目 利子及び配当金 ８２４円は、財政調整基金利子でございます。 

１７ページをお願いします。 

７款１項１目 繰越金 ６億３，９４７万９，３８２円は、前年度からの繰越金

でございます。 

８款 諸収入、１項１目 組合預金利子 ２，３９６円は、利子収入でございます。 

２項１目 雑入 ３,４４９万８，０４３円は、消防救急無線デジタル化整備事業

等に係る市町村振興協会からの助成金 ２，１００万２，９８１円、福岡県消防学

校に派遣している職員１名分の人件費等負担金 ９００万７，４１１円、高速自動

車国道救急業務支弁金 ２１６万１，８６０円が主なものでございます。 

９款１項１目 消防債 ６，６５０万円は、高規格救急自動車３台購入分の財源

としての施設整備事業債 ３，５３０万円、広報車１台の購入及び三井消防署三国

出張所非常用発電機改修の財源としての緊急防災・減災事業債 ３，１２０万円で

ございます。 

以上、歳入総額は、５２億７８１万６，７７１円でございます。 

続いて、歳出決算でございます。 

１８ページをお願いします。 

１款１項１目 常備消防費は、消防本部及び消防署所の事務事業に要する経費で、

１節 報酬 １，９８３万１，９３５円は、会計年度任用職員１１名分でございま

す。 

２節 給料から４節 共済費は、消防職員４３６名の人件費が主なものでござい

ます。 

７節 報償費 １８４万８，１００円は、救急症例検討会等に係る講師謝金、少

年消防クラブ育成に係る資器材購入費が主なものでございます。 

８節 旅費のうち、費用弁償 ９７万５，８１５円は、会計年度任用職員の通勤

手当、旅費 ５２１万８，０３０円は、県消防学校への入校旅費が主なものでござ
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います。 

９節 交際費 １０万５，３１５円は、消防長、消防署長の公務に要する交際費

でございます。 

１９ページをお願いします。 

１０節 需用費 のうち、消耗品費 ７，０５７万７，０５４円は、消防職員の制

服、防火服などの被服及び消防、救急、救助業務に必要な消耗品購入費が主なも

のでございます。 

燃料費 ２，０６８万３，９１０円は、消防車両の燃料及び庁舎用プロパンガス

料金が主なものでございます。 

印刷製本費 ３１０万９，６８６円は、広報紙、久留米広域消防だよりの印刷費

及び、予防・救急業務に係る印刷物作成費が主なものでございます。 

光熱水費 ３，１７７万８２５円は、消防本部庁舎、消防署所及び筑後地域消防

指令センターの電気・水道・都市ガス料金でございます。 

修繕料 ２,４４０万５，３７２円は、車検及び車両修繕、庁舎設備等に係る修

繕料が主なものでございます。 

１１節  役務費のうち、通信運搬費３,１７５万５９９円は、一般電話回線、専

用線及び携帯電話の通話料のほか、筑後地域での通信指令回線費用や１１９番通

報の際、災害発生場所を瞬時に把握するための発信地表示システム使用料が主な

ものでございます。 

手数料 １，３１９万７２９円は、救急業務に係る医師の指示手数料、酸素ボン

ベ等の耐圧検査手数料、資機材の点検手数料が主なものでございます。 

保険料 ５９０万１，２５１円は、自動車保険料及び建物災害共済費が主なもの

でございます。 

１２節 委託料 １億６，１１３万３，１２８円は、消防指令システム・デジタ

ル無線保守、庁舎清掃、事務用機器等保守、庁舎設備や救急資機材等の点検に係

る委託料が主なものでございます。 

１３節 使用料及び賃借料 １，９５９万７，６６８円は、消防署所の下水道使

用料及びパソコン等事務用機器借上料が主なものでございます。 

１５節 原材料費 １５万２，０１０円は、水防訓練等に必要な原材料の購入費

でございます。 

１７節 備品購入費 ８８５万１７円は、消防用ホースや潜水資機材、救命ボー

ト等の災害現場活動に要する資機材の購入費が主なものでございます。 

１８節 負担金・補助及び交付金 ２，２３６万９，８１２円は、県消防学校へ

の入校負担金、救急救命士３名の養成に係る研修負担金が主なものでございます。 

２４節 積立金 ８２４円は、財政調整基金利子を積み立てたものでございます。 

２６節 公課費 ２６２万５，０００円は、車両４８台分の自動車重量税が主な

ものでございます。 

続きまして、２目 消防施設費は、庁舎設備、車両等の整備に要する経費でござ

います。 

８節 旅費 ５万８８０円は、久留米消防署４０ｍはしご車のオーバーホールに
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係る中間検査のための旅費でございます。 

１０節 需用費 ４，６２９万９，０００円は、久留米消防署４０ｍはしご車オ

ーバーホール及び三井消防署三国出張所照明改修に係る修繕料でございます 

１２節 委託料 ４９万６００円は、三井消防署三国出張所非常用発電機改修工

事に係る設計委託料でございます。 

１４節 工事請負費 ２，４９８万２，１００円は、三井消防署三国出張所非常

用発電機改修に係る工事請負費でございます。 

２０ページをお願いいたします。 

１７節 備品購入費 １億１，８７２万６７円は、高規格救急自動車３台、広報

車１台の購入費が主なものでございます。 

２款１項１目 公債費元金 ３億８,７７６万５，５０３円は、平成２５年度から

令和元年度までに発行した組合債に係る元金償還金でございます。 

２目 利子 ５４３万６，６２９円は、平成２５年度から令和２年度までに発行

した組合債に係る利子償還金でございます。 

以上、歳出総額は、４４億８，１７８万２，４８１円でございます。 

簡単ですが、以上で広域消防特別会計の説明を終わらせていただきます。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

続きまして、監査委員に決算審査の報告を求めます。 

権藤監査委員。 

○監査委員（権藤滿君）監査委員の権藤です。 

 今、説明がありましたように、当組合の歳入歳出の構造は、事務局経費を賄う

一般会計、それから小児救急を行う特別会計、広域消防をやる特別会計の三つで

す。 

決算内容は、それぞれ細かな修正を求めた点はありますが、概ね適正に処理さ

れております。 

監査委員意見書は、８ページにまとめを書いています。その中で１点だけ申し

上げますと、小児救急で当組合の域外の患者さんが受診し、その当該の自治体か

ら協力金を頂いているのですが、協力金を頂けない自治体がいくつかあります。 

これは、応分の負担を求めるのが良いのではないかと思います。 

事務局経費を賄う一般会計、これは２千数百万規模、小児救急の方は３千数百

万規模です。 

それをみなさんに負担していただいているわけです。 

域外から患者に来てもらうことに問題はありませんが、当該の市町村には、応

分の負担をしていただくようにお願いされたらどうでしょうか。 

以上、監査委員報告を終わります。 

○議長（石井俊一君）監査委員の報告は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 
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これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

認定第１号から認定第３号までの３件の決算を、認定することにご異議はあり

ませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、認定第１号から認定第３号までの３件は、いずれも認定することに決

定いたしました。 

◎  日程第７   第４号議案 

○議長（石井俊一君）次に、日程第７、第４号議案「久留米広域市町村圏事務組合職

員給与条例の一部を改正する条例制定の専決処分について」を議題といたします。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第４号議案久留米広域市町村圏事務組合職員給与条例の一部

を改正する条例制定の専決処分についての提案理由につきまして、説明申し上げ

ます。 

本件は、令和３年の人事院勧告等を踏まえた職員の期末手当の改定を行うに当

たり、緊急を要したため、専決処分をいたしておりますが、ここにご報告申し上

げ、承認を求めるものであります。 

以上をもちまして、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わらせていた

だきます。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

第４号議案を、承認することにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第４号議案は、承認されました。 

◎  日程第８   第５号議案 
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○議長（石井俊一君）次に、日程第８、第５号議案「久留米広域市町村圏事務組合職

員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定の専決処分について」を

議題といたします。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第５号議案久留米広域市町村圏事務組合職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例制定の専決処分についての提案理由を申し上げ

たいと思います。 

本件は、非常勤職員の育児休業等の取得要件を緩和するとともに、育児休業を

取得しやすいように勤務環境の整備等に係る規定を定めるに当たり、緊急を要し

たため、専決処分をいたしましたので、ここにご報告申し上げ、承認を求めるも

のでございます。 

以上をもちまして、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わらせていた

だきます。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（石井秀夫議員が手を挙げる） 

○３番（石井秀夫君）はい。 

○議長（石井俊一君）３番、石井秀夫議員。 

○３番（石井秀夫君）３番、久留米市議会の石井秀夫です。 

   お尋ねいたします。 

今、専決処分ということで育児休業の取得について説明をいただきました。 

私は、地方公務員の男性の育児休業取得率についてでありますけれど、我が国

の第４次男女共同参画基本計画の中におきましても、成果目標と掲げられました

令和２年度での１３％に対しまして、全体といたしましては８％に留まった数字

を伺っております。 

地方公務員における、ダイバーシティ働き方改革推進の観点におきましても、

男性の職員が育児のために一定期間の休業を取得することは、本人にとりまして、

子育てに能動的に関わる契機として大変重要であり、久留米広域消防本部にとり

ましても、多様な人材を生かすマネージメント力の向上や子育てに理解のある職

場風土の形成などの観点から重要と考えます。 

そこでお尋ねいたしますが、政府は２０２５年までに男性職員の育児休暇取得

率を３０％にする目標を掲げております。 

民間はもとより、各地方公共団体でもその取り組みが進められておりますけれ

ども、久留米広域消防本部の男性職員の休業取得の実績、そしてその取り組み状

況についてお答えをいただきます。 

○人事研修課長（長谷義君）議長。 

○議長（石井俊一君）長谷人事研修課長。 

○人事研修課長（長谷義君）人事研修課長の長谷と申します。どうぞよろしくお願い
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いたします。 

   只今の石井秀夫議員の質問にお答えいたします。 

   男性職員の育児休業についてでございますが、昨年度、１月未満の短期間では

ありますが、１名の職員が取得いたしました。昨年度、子が生まれました職員は

全体で３１名おりましたので、取得率としましては、３．２％にとどまっており

ます。 

次に、男性職員の育児休業の取得に向けた取り組みについてですが、次世代育

成支援対策推進法に基づきまして、当消防本部で策定しております特定事業主行

動計画の中で、妻の出産休暇、育児参加休暇を取得した男性職員の割合を１０

０％、育児休業を希望し、取得した職員の割合を１００％という目標を掲げまし

て、職場全体で、意識的に取り組む環境の醸成に努めているところでございます。 

 この目標達成に向けた具体的な取り組みといたしましては、新規採用職員へ研

修の際に、消防本部の取り組みや休暇制度の紹介を行い、男性職員も育児休業を

取得できることを説明するとともに、毎月１９日を育児の日と定め、メールにて

全職員に、子育て支援に関する社会の取り組みの様子や各種制度の紹介を行い、

男性職員の育児休業の取得に関する理解の促進を図っております。 

また、職員が子の出生について届け出に来庁した際には、担当課職員が育児の

状況や休暇の取得予定について確認し、必要に応じてアドバイスを行っており、

育児休業を取得した職員が職場復帰する際には面談を行い、職員の意向を考慮し

た人員配置等を実施し、復帰しやすい環境の提供に努めております。 

これらの取り組みの結果、昨年度、初めて男性職員が育児休業を取得いたして

おりますが、全体の育児休業取得率は低いままの状況となっております。 

   以上で、石井秀夫議員の質問に対する答弁を終わります。 

○３番（石井秀夫君）はい。 

○議長（石井俊一君）３番、石井秀夫議員。 

○３番（石井秀夫君）今、お答えをいただきましたが、一人の職員が育児休業の取得

をされたと答弁されましたが、事前にその中身をお伺いしましたが、たった２日

間だそうです。 

これが、育児休業と言えるでしょうか。 

私は当てはまらないような気がしています。 

やはり能動的にという話で育児に関わっていただく、その中で新しい家族がで

きたわけですから、しっかりとその子育てに家族の皆さんと関わっていただくこ

とは、男性職員にとっても非常に大切な時間になると考えています。 

   久留米市におきましては、次世代育成支援対策推進法に基づきまして、このコ

ロナ下の令和２年度と令和３年度にありましても、取得可能者の約４０％の職員

が、育児休業の取得をいたしております。 

この久留米広域消防本部といたしましても、男性職員の育児休業取得について、

その環境作りに取り組んでいるとお答えをいただきましたが、男性職員の育児休

業に成果が出ていないと考えます。 

今後、優秀な職員を獲得していく、そのためにも働き方改革の下で、更に改善
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を進めていくべきだと考えます。 

男性職員の育児休業が進まない原因、育児休業取得をさらに促進させるための

踏み込んだ取り組みが必要であります。 

そして職場の環境づくり、これについても、今一度、考え方をお答えいただき

たい。 

○人事研修課長（長谷義君）議長。 

○議長（石井俊一君）長谷人事研修課長。 

○人事研修課長（長谷義君）石井秀夫議員の２回目の質問にお答えします。 

   男性職員の育児休業の取得が進まない原因としましては、男性職員がそもそも

育児休業の取得を希望しない傾向にあります。 

この背景としましては、休暇を取得することにより、他の職員に影響を与えて

しまうこと等が原因であると考えております。 

   消防署の勤務の特性上、毎日一定数以上の勤務人員を確保する必要がございま

す。 

現在、消防署では、職員が週休や年休、特別有給休暇等の休暇の取得や学校入

校、研修等に必要な人員を配置し、交代で週休等を取得しております。 

このため、長期間の入校や病気休暇が発生した場合には、同じ所属の職員の休

暇等の取得に制限をかける必要がございます。 

 一般行政職であれば、代替要員として非常勤職員の活用もございますが、災害

対応を主たる業務とする消防職の特性上、非常勤職員での代替は行っておりませ

ん。 

このようなことから、男性職員が育児休業の取得を希望しにくい状況となって

おります。 

   育児休業の取得を促進させるための取り組みとしましては、今回の法改正によ

り男性職員がより一層育児休業を取得しやすくするための内容が盛り込まれてお

ります。 

これらの制度の周知に加えまして、育児休業の取得については、男女を問わず

当然の権利であることを積極的に周知していきたいと考えております。 

   これまでは長期の休暇等が発生した場合、同じ所属の職員のみに休暇等の取得

制限がかかっていましたが、今後は子の出生の情報を担当課と所属が連携をいた

しまして早い段階で把握することで事前の準備を行いまして消防本部全体で休暇

取得をサポートできるよう、消防署間の応援体制、再任用職員の活用や人事異動

についても検討を進めまして、男性職員が育児休業の取得を希望しやすい環境の

整備に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

   以上で、石井秀夫議員の質問に対する答弁を終わります。 

○３番（石井秀夫君）はい。 

○議長（石井俊一君）３番、石井秀夫議員。 

○３番（石井秀夫君）ありがとうございました。 

   大変、大切な取り組みであると考えておりますので、是非、この推進に向けて

皆さん方もしっかり知恵を出し合い、取り組みを推進していただきたいと考えて
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おります。 

当番もありますので、難しい点もいくつもあるのだろうと考えますが、コロナ

もいつ終わるかわかりませんから、この休業取得の取り組みについては更なる推

進、取り組みをよろしく申し上げて私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（石井俊一君）ほかに質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

第５号議案を、承認することにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第５号議案は、承認されました。 

◎  日程第９   第６号議案 

○議長（石井俊一君）次に、日程第９、第６号議案「令和４年度久留米広域市町村圏

事務組合広域消防特別会計補正予算（第１号）の専決処分について」を議題とい

たします。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第６号議案、令和４年度久留米広域市町村圏事務組合広域消

防特別会計補正予算（第１号）の専決処分についての提案理由につきまして、ご

説明いたします。 

本件は、当初予算に計上している「消防車両整備事業」の一部が、全国的な半導

体不足などの不測の事態により、本年度中に完了しない見込みになったことから、

繰越明許費を設定する必要が生じ、緊急を要したため、専決処分をいたしましたの

で、ここにご報告申し上げ、承認を求めるものでございます。 

以上をもちまして、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 
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お諮りいたします。 

第６号議案を、承認することにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第６号議案は、承認されました。 

◎  日程第１０  第７号議案 

○議長（石井俊一君）次に、日程第１０、第７号議案「令和４年度久留米広域市町村

圏事務組合広域消防特別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第７号議案、令和４年度久留米広域市町村圏事務組合広域消

防特別会計補正予算（第２号）についての提案理由につきまして、ご説明申し上

げます。 

本件は、「三井消防署 庁舎建設事業」及び「三国出張所 内部改修事業」の財

源の一部に、「緊急防災・減災事業債」が活用できることになりましたので、歳

入予算を組み替えるとともに、地方債の限度額の変更を行うものであります。 

何卒、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

第７号議案を、原案のとおり決定することにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第７号議案は、原案のとおり可決されました。 

◎  日程第１１  第 ８号議案 

◎  日程第１２  第 ９号議案 

◎  日程第１３  第１０号議案 

◎  日程第１４  第１１号議案 

○議長（石井俊一君）次に、日程第１１、第８号議案「財産（２５ⅿ屈折はしご付消

防自動車）の取得について」から、日程第１４、第１１号議案「財産（高規格救

急自動車）の取得について」までの４件は、いずれも消防車両の財産の取得に関

する議案でありますので、一括して議題といたします。 
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組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第８号議案から第１１号議案までの４件の提案理由について、

一括して説明申し上げます。 

この４件は、各消防署に配備している消防車両の老朽化に伴いまして、新たに、

２５ⅿ屈折はしご付消防自動車１台、小型水槽付消防ポンプ自動車２台、多機能

型ホース延長車２台及び高規格救急自動車２台を取得するものであります。 

以上で説明を終わりますが、ご賛同を賜りますよう宜しくお願いを申し上げま

す。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

第８号議案から第１１号議案までの４件を、原案のとおり決定することにご異

議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第８号議案から第１１号議案までの４件は、原案のとおり可決されま

した。 

◎  日程第１５  第１２号議案 

○議長（石井俊一君）次に、日程第１５、第１２号議案「久留米広域市町村圏事務組

合監査委員の選任について」を議題といたします。 

   まず、事務局に議案を朗読させます。 

（書記議案朗読） 

○議長（石井俊一君）議案の朗読は終わりました。 

組合長に提案理由の説明を求めます。 

原口組合長。 

○組合長（原口新五君）第１２号議案 監査委員の選任についての提案理由を申し上げ

ます。 

本件は、当組合の監査委員、権藤滿氏の任期が、令和４年８月３１日をもって

満了を迎えますことから、後任の識見を有するもののうちから選任する監査委員

として、山口文刀氏を選任することについて、組合規約の規定により議会の同意

を求めるものでございます。 
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何卒、ご審議のうえ、満場のご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（石井俊一君）提案理由の説明は終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。 

討論はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

討論なしと認めます。 

お諮りいたします。 

第１２号議案を、同意することにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、第１２号議案は、同意することに決定いたしました。 

次に、お諮りいたします。 

本議会において議決されました案件で、条項、字句、数字、その他の整理を要

するものにつきましては、その処理を議長に委任されたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（『なし』と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議決されました案件で、条項、字句、数字、その他の整理は、議長に

委任することに決定いたしました。 

◎  日程第１６  会議録署名議員の指名 

○議長（石井俊一君）次に、日程第１６、「会議録署名議員の指名」を行います。 

             ３番、石井 秀夫  議員、 

           １０番、井上 勝彦  議員 

を指名いたします。 

◎  閉      会 

以上で、本議会に付議されました案件は、全部終了いたしました。 

よって、令和４年第２回久留米広域市町村圏事務組合議会定例会を閉会いたし

ます。 

お疲れ様でした。 

＝午後３時２５分閉会＝ 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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